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2007年－2008年RIテーマ 

 

１.開会点鐘　２.ロータリーソング「奉仕の理想」
３.４つのテスト　４.来訪者紹介と会長あいさつ
５.幹事報告　６.社会奉仕委員長報告
７.都　通彦県北第一区ガバナー補佐スピーチ　
８.各委員会報告　９.閉会点鐘

■会員／71名　■出席／40名　■出席率／56.34%　■メークアップ／25名　■修正率／65名　91.55％

週間ロータリーレポート　NO. 3

第3回例会 平成19年7月18日（水）
サンパレス福島

本 日 の プ ロ グ ラ ム

　連休中には台風4号によって九州・四国地方に雨・

風・土砂崩れの災害があり、さらにマグニチュード

６.８の地震によって新潟・長野地方に甚大なる被害

が発生し、さながら災害列島そのものでした。死亡さ

れた方のご冥福と被災された方々に対し、皆さんと共

に心からお見舞い申し上げたいと思います。

　夏の夜の　闇も納まる　星の数　

　志
し

太
だ

野
や

坡
ば

　　　　芭蕉の門下十哲の一人

　間もなく子供達や孫達の毎日が賑やかな夏休みが

やってまいります。 夏の夜の闇に皆が寝静まる頃、

天の川・ミルキーウェイを始め北斗七星などの星座が

全天に輝き始めます。これらの星々は、何千光年・何

万光年・何億光年も遠く離れた昔に発せられた過去の

光なのです。

　ハップル望遠鏡で報告された研究結果によりますと

１３７億光年前の星を確認したそうです。余りに遠

い過去の光を、私達は現在の星として見ているという

誠に不思議な宇宙科学の話です。物事の何が「真実か

どうか」は、星1つの話しでさえ、いかに奥の深いテー

マであるかをつくづく考えさせられます。

　今日は、都ガバナー補佐の公式訪問を頂いておりま

すので、心から歓迎申し上げます。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

県北第一区ガバナー補佐　都通彦様　県北第一区幹事

斎藤武二様　県北第一区幹事　山村忠広様　福島２１

ＲＣ　宗形守敏様　福島西ＲＣ　金子與志邦様

○元会員　大竹秀夫様が享年７９歳で7月１２日に逝

去されました。「ロータリークラブが本当に好きでし

た。」と奥様からご遺志の寄付がありました。

○７月２５日　家族納涼パーティーにご参加を。

○ＧＳＥホストファミリー募集　９/１７～２３日

○７月１３日あぶくま清流協議会１９年度総会が郡山

市の新城ビルであり、幹事と二人で出席しました。総

会後「河川の生態系保全に配慮した魚道について」とい

う演題で安田陽一日本

大学理工学部教授の講

演がありました。

○本日１０時、会長、幹

事、広報委員長と共に福

島市児童公園にベンチ

を贈呈いたしました。

　最初に自己紹介とし

て、私の経歴を申し上げ

ます。私は昭和２年、福

島県伊達郡川俣町に生

まれ、白石中学を卒業し

た後、中央気象台付属の

気象技術官養成所に入

りました。その後仙台管区気象台で観測の仕事をし

ていたのですが、代々医者の家系だったこともあり、親

戚の勧めで福島医科大学に入学しました。大学卒業

後、小児科の研究室を経て野田町で病院を開業し、以来

２８年間仕事を続け、今年で８０才になります。

　近年、私が感じているのは、色々な所で生態系のバ

ランスが変わってきているということです。「黄亀虫擲

つ闇の深さかな」という高濱虚子の句がありますが、私

の家のそばではコガネムシを全く見かけなくなりまし

た。

　人間の活動が、生態系の変化の大きな原因になっ

ているのは間違いありませんが、実は人間も自然の一

部、生態系の一部であり、互いに影響を与え合う関係で

す。

　福島県民の生活に欠かせない自然のひとつに、阿武

隈川があります。古くから、阿武隈川は人々の生活に

密着した自然として様々に利用されてきました。水

を得るだけでなく、ダムを使った発電所など、幅広い利

用が行われています。

　また川は、その土地の人々に情緒やロマンを与えて

くれる存在でもあります。橋の上から、川の流れを眺

め、その来るところや行く先に思いをめぐらせること

は、自然とふれあい、未来を想像することに繋がりま

す。先程の報告にもありましたあぶくま清流協議会

の活動は、そのような川を守り、より良い未来を創って

いくものであることを確信しております。

「万里の道を見ずして万里の天を見る」と　夏目漱石の

作品「虞美人草」の中にありますが、未来の可能性を信

じ、そしてあらためて足元を見て、一歩を踏み出すこと

が肝要であります。

　そして我々ロータリアンの足元に、常に「分かちあい

の心」がなければならないことは明白であります。

前々年度、前年度、今年度と年毎

に出席率が落ちて参りました。

ほかの機会に会員に会いました

らぜひ、出席を促して頂きますよ

うお願い致します。

会 長 挨 拶 武藤　正隆会長

８月1日（水）会員事業所創立記念スピーチ

８月８日（水）～９日（木）ＬＣＡ年次大会

８月８日（水）会員増強委員会　第３回理事会

８月１５日（水）休会

８月２２日（水）ＩＡＣ年次大会報告

今月・来月のプログラム　 本日のお客様ご紹介

 幹事報告 林　克重幹事

 社会奉仕委員会報告 鈴木　光一委員長

都　通彦　県北第一区ガバナー補佐　スピーチ  出席委員会 斎藤　浩委員


